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平
野
龍
二
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

　

平
野
龍
二
君
が
提
出
し
た
博
士
学
位
請
求
論
文
「
日
清
・
日
露
戦

争
に
お
け
る
政
策
と
戦
略
―
―
『
海
洋
限
定
戦
争
』
の
視
点
か
ら
」

は
、
日
清
戦
争
お
よ
び
日
露
戦
争
に
お
け
る
政
策
と
戦
略
を
、
英
国

の
海
洋
戦
略
家
で
あ
る
コ
ル
ベ
ッ
ト
の
「
海
洋
限
定
戦
争
」
理
論
を

分
析
枠
組
と
し
て
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
論
文
の
目
的
は
、
日

清
・
日
露
戦
争
に
お
い
て
、
日
本
が
勝
利
し
た
一
因
を
提
示
す
る
と

共
に
、
ど
の
程
度
ま
で
そ
の
戦
争
目
的
を
達
成
し
た
か
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

本
論
文
は
、
序
章
、
本
篇
九
章
、
終
章
合
わ
せ
て
二
二
九
ペ
イ
ジ
、

参
考
文
献
目
録
二
九
ペ
イ
ジ
か
ら
な
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
一
部
は

す
で
に
平
野
君
が
『
法
学
政
治
学
論
究
』、『
軍
事
史
学
』、『
日
本
歴

史
』
と
い
っ
た
査
読
付
き
の
学
術
雑
誌
に
発
表
し
た
論
文
や
軍
事
史

学
会
年
次
大
会
に
お
け
る
研
究
発
表
で
の
報
告
を
土
台
と
し
て
い
る

が
、
こ
れ
ら
を
大
幅
に
加
筆
修
正
し
、
体
系
化
し
た
も
の
が
今
回
提

出
さ
れ
た
論
文
で
あ
る
。

一
　
論
文
の
構
成

　

本
論
文
の
構
成
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

序
章　

近
代
日
本
に
お
け
る
日
清
・
日
露
戦
争

第
一
章　

方
法
論
と
し
て
の
「
海
洋
限
定
戦
争
」

　

第
一
節　

海
洋
戦
略
家
ジ
ュ
リ
ア
ン
・
コ
ル
ベ
ッ
ト
と
そ
の
思
想

　

第
二
節　

コ
ル
ベ
ッ
ト
の
海
洋
戦
略
理
論

　

第
三
節　

日
清
・
日
露
戦
争
と
コ
ル
ベ
ッ
ト

　

第
四
節　

近
年
の
コ
ル
ベ
ッ
ト
研
究

第
二
章　

日
清
戦
争
前
史

　

第
一
節　

壬
午
・
甲
申
事
変
の
衝
撃
と
そ
の
後
の
日
清
関
係

　

第
二
節　

清
国
及
び
日
本
の
朝
鮮
出
兵

　

第
三
節　

朝
鮮
出
兵
後
の
外
交
交
渉
と
陸
海
軍
の
動
向

　

第
四
節　
「
絶
対
戦
争
」
と
し
て
始
ま
っ
た
日
清
戦
争

第
三
章　
「
海
洋
限
定
戦
争
」
と
し
て
の
日
清
戦
争

　

第
一
節　

開
戦
初
頭
の
状
況

　

第
二
節　
「
絶
対
戦
争
」
か
ら
「
限
定
戦
争
」
へ

　

第
三
節　

黄
海
海
戦
と
制
海
の
状
況

　

第
四
節　

陸
軍
の
進
撃
と
英
米
か
ら
の
調
停

　

第
五
節　

旅
順
陥
落
と
山
東
半
島
作
戦
の
決
定

　

第
六
節　
「
海
洋
限
定
戦
争
」
に
よ
る
成
功

第
四
章　

下
関
講
和
条
約
に
向
け
た
政
策
と
戦
略

　

第
一
節　

山
縣
第
一
軍
司
令
官
の
召
還
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第
二
節　

軍
事
作
戦
の
進
展
と
広
島
講
和
会
議

　

第
三
節　

直
隷
決
戦
準
備
と
下
関
講
和
会
議
の
開
始

　

第
四
節　

下
関
講
和
条
約
の
調
印
と
戦
争
の
終
結

　

第
五
節　
「
海
洋
限
定
戦
争
」
と
し
て
の
勝
利

第
五
章　

日
清
戦
争
後
の
日
露
海
軍
戦
略
と
日
露
開
戦
の
決
断

　

第
一
節　
「
六
六
艦
隊
」
の
完
成
と
日
本
の
海
軍
戦
略

　

第
二
節　

太
平
洋
艦
隊
の
増
強
と
ロ
シ
ア
の
海
軍
戦
略

　

第
三
節　

ロ
シ
ア
の
満
洲
撤
兵
不
履
行
と
日
露
間
の
緊
張

　

第
四
節　

日
露
交
渉
の
展
開
と
ウ
ィ
レ
ニ
ウ
ス
増
遣
艦
隊
の
極
東
回

航

　

第
五
節　

危
機
の
十
二
月

　

第
六
節　

開
戦
へ
の
決
断

　

第
七
節　

必
然
で
あ
っ
た
日
露
開
戦

第
六
章　

日
露
開
戦
劈
頭
に
お
け
る
旅
順
口
攻
撃
の
再
評
価

　

第
一
節　

緒
戦
の
戦
い

　

第
二
節　

旅
順
口
第
一
次
攻
撃
の
回
想
と
日
本
海
軍
の
思
想

　

第
三
節　

京
城
確
保
と
日
韓
議
定
書
の
締
結

　

第
四
節　

平
壌
の
確
保
と
第
一
軍
主
力
の
上
陸

　

第
五
節　

鉄
山
半
島
へ
の
海
上
輸
送
と
朝
鮮
半
島
の
制
圧

　

第
六
節　

第
一
回
旅
順
口
攻
撃
の
再
評
価

第
七
章　

日
露
戦
争
初
期
の
陸
海
軍
協
同
作
戦

　

第
一
節　
「
初
瀬
」「
八
島
」
喪
失
と
そ
の
後
の
戦
況

　

第
二
節　

遼
東
半
島
西
岸
に
お
け
る
海
上
輸
送
問
題
の
検
討

　

第
三
節　

満
洲
軍
総
司
令
部
の
編
成

　

第
四
節　

旅
順
総
攻
撃
・
遼
陽
会
戦
以
前
に
お
け
る
日
本
の
講
和
構

想

　

第
五
節　

八
月
決
戦
の
失
敗
と
戦
略
予
備
使
用
の
問
題

　

第
六
節　

陸
海
軍
協
同
の
齟
齬

第
八
章　

日
露
講
和
に
向
け
た
政
戦
略

　

第
一
節　

満
洲
に
お
け
る
二
正
面
作
戦

　

第
二
節　

旅
順
攻
防
と
満
洲
軍
の
北
進
問
題

　

第
三
節　

旅
順
開
城
後
に
お
け
る
政
戦
略

　

第
四
節　

奉
天
会
戦
後
に
お
け
る
政
戦
略

　

第
五
節　
「
海
洋
限
定
戦
争
」
と
し
て
の
日
露
戦
争

第
九
章　

日
本
海
海
戦
後
の
軍
事
戦
略

　

第
一
節　

日
本
海
海
戦
ま
で
の
北
韓
作
戦

　

第
二
節　

大
本
営
に
お
け
る
陸
海
軍
の
交
渉

　

第
三
節　

聯
合
艦
隊
の
作
戦
と
大
本
営
海
軍
部
と
聯
合
艦
隊
の
交
渉

　

第
四
節　

日
本
海
海
戦
後
の
北
韓
作
戦

　

第
五
節　

海
軍
内
の
思
想
背
景

　

第
六
節　

北
韓
作
戦
に
お
け
る
陸
海
軍
戦
略
の
齟
齬

終
章　
「
海
洋
限
定
戦
争
」
と
し
て
の
日
清
・
日
露
戦
争

二
　
内
容
の
紹
介

　

論
文
全
篇
の
内
容
と
し
て
ま
ず
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

は
、
平
野
君
が
コ
ル
ベ
ッ
ト
の
「
海
洋
限
定
戦
争
」
理
論
を
分
析
枠



特 別 記 事

103

組
と
し
て
一
貫
し
て
用
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
本
論
文
に
い
う

「
海
洋
限
定
戦
争
」
と
は
、
海
洋
に
よ
っ
て
孤
立
し
た
限
定
戦
略
目

標
を
、
海
洋
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
確
保
す
る
限
定
戦
争
の
こ
と

で
あ
る
。
陸
上
交
通
が
未
発
達
で
あ
っ
た
当
時
に
お
い
て
は
、
半
島

も
海
洋
に
よ
っ
て
孤
立
し
た
限
定
戦
略
目
標
で
あ
る
。
ま
た
こ
の

「
海
洋
限
定
戦
争
」
と
対
比
さ
れ
る
概
念
で
あ
る
「
絶
対
戦
争
」
と

は
、
敵
を
完
全
に
打
倒
す
る
ま
で
戦
う
戦
争
の
こ
と
で
あ
る
。
平
野

君
の
日
清
戦
争
、
日
露
戦
争
に
お
け
る
日
本
の
戦
争
指
導
に
関
す
る

分
析
と
総
括
に
特
徴
的
な
こ
と
は
、
戦
局
が
推
移
す
る
な
か
、
最
高

統
帥
部
お
よ
び
野
戦
軍
も
し
く
は
艦
隊
の
上
級
司
令
部
を
舞
台
と
し

て
、
と
も
す
れ
ば
「
絶
対
戦
争
」
へ
傾
斜
し
が
ち
な
方
針
と
、
根
本

的
戦
争
目
的
か
ら
導
か
れ
る
「
海
洋
限
定
戦
争
」
方
針
の
せ
め
ぎ
合

い
と
し
て
戦
争
指
導
の
実
際
が
分
析
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

序
章
「
近
代
日
本
に
お
け
る
日
清
・
日
露
戦
争
」
で
は
、
本
論
文

の
問
題
設
定
と
研
究
の
視
角
、
そ
し
て
既
存
研
究
の
検
討
が
行
わ
れ

て
い
る
。
最
初
に
平
野
君
は
、
壬
午
・
甲
申
事
変
か
ら
日
露
戦
争
終

結
ま
で
を
一
つ
の
時
代
区
分
と
し
て
捉
え
る
こ
と
の
重
要
性
を
指
摘

し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
本
論
文
の
課
題
を
、
国
力
・
軍
事
力
に
劣

る
日
本
が
な
ぜ
日
清
・
日
露
戦
争
に
勝
利
し
て
韓
国
の
保
全
と
い
う

根
本
的
戦
争
目
的
を
達
成
で
き
た
の
か
、
ま
た
そ
の
戦
争
目
的
は
ど

の
程
度
ま
で
達
成
で
き
た
の
か
と
い
う
点
に
設
定
し
て
い
る
。
こ
の

課
題
に
対
し
、
平
野
君
は
コ
ル
ベ
ッ
ト
の
「
海
洋
限
定
戦
争
」
理
論

を
分
析
枠
組
と
し
て
考
察
す
る
方
針
を
示
し
て
い
る
。

　

加
え
て
既
存
の
研
究
が
、
外
交
や
国
内
政
治
の
視
点
か
ら
戦
争
原

因
を
問
う
も
の
か
、
あ
る
い
は
戦
闘
場
面
を
分
析
し
て
軍
事
的
教
訓

を
抽
出
す
る
も
の
に
二
極
分
化
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

本
章
は
、
そ
う
し
た
双
方
の
研
究
の
潮
流
を
踏
ま
え
て
、
政
策
と
戦

略
の
観
点
か
ら
研
究
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
論
じ
て
い
る
。

　

続
く
本
論
は
、
第
一
章
で
分
析
枠
組
と
し
て
の
コ
ル
ベ
ッ
ト
の
理

論
に
つ
い
て
述
べ
た
後
、
第
二
章
以
降
は
日
清
戦
争
前
史
か
ら
日
露

戦
争
終
結
ま
で
を
時
系
列
に
辿
っ
た
全
九
章
の
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

　

第
一
章
「
方
法
論
と
し
て
の
『
海
洋
限
定
戦
争
』」
は
、
本
論
文

で
分
析
枠
組
と
し
て
使
用
す
る
コ
ル
ベ
ッ
ト
の
理
論
の
検
討
で
あ
る
。

ま
ず
本
章
の
冒
頭
で
、
日
本
で
は
必
ず
し
も
知
ら
れ
て
い
な
い
コ
ル

ベ
ッ
ト
の
思
想
の
変
遷
を
そ
の
生
涯
と
共
に
辿
り
、
そ
の
理
論
の
核

心
に
迫
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
本
章
は
、
戦
争
全
体
の
勝
利

に
及
ぼ
す
シ
ー
パ
ワ
ー
の
影
響
に
は
限
界
が
あ
り
、
戦
争
遂
行
に
お

い
て
外
交
政
策
と
の
協
調
や
陸
海
軍
の
協
同
が
重
要
で
あ
る
こ
と
、

お
よ
び
限
定
戦
争
は
海
洋
に
よ
っ
て
離
隔
さ
れ
た
国
家
間
に
よ
っ
て

の
み
可
能
で
あ
る
こ
と
と
い
う
コ
ル
ベ
ッ
ト
の
二
つ
の
主
要
理
論
を

明
ら
か
に
し
た
。
本
論
文
は
、
後
者
の
理
論
を
「
海
洋
限
定
戦
争
」

の
概
念
と
し
て
要
約
し
、
分
析
枠
組
に
使
用
し
て
い
る
。
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次
に
、
コ
ル
ベ
ッ
ト
自
身
の
日
露
戦
争
研
究
を
考
察
し
、
本
論
文

と
コ
ル
ベ
ッ
ト
の
研
究
の
相
違
点
と
し
て
、
第
一
に
、
本
論
文
が
コ

ル
ベ
ッ
ト
の
戦
略
理
論
を
分
析
枠
組
と
し
て
用
い
つ
つ
、
十
分
な
日

本
側
一
次
史
料
と
先
行
研
究
の
成
果
を
用
い
て
い
る
こ
と
、
第
二
に
、

日
本
の
内
在
的
事
情
に
ま
で
踏
み
込
ん
で
い
る
こ
と
、
第
三
に
、
日

清
戦
争
も
合
わ
せ
て
考
察
し
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
し
て
、

本
章
の
最
後
で
コ
ル
ベ
ッ
ト
の
戦
略
思
想
の
研
究
史
が
論
述
さ
れ
、

そ
の
現
代
的
意
義
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

第
二
章
か
ら
第
四
章
ま
で
は
日
清
戦
争
の
検
討
で
あ
る
。
第
二
章

「
日
清
戦
争
前
史
」
で
は
、
壬
午
・
甲
申
事
変
か
ら
日
清
戦
争
へ
至

る
経
過
を
論
じ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
日
本
政
府
や
元
老
が
「
限
定

戦
争
」
を
意
図
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
開
戦
前
に
設
置
さ
れ

た
大
本
営
は
「
絶
対
戦
争
」
と
し
て
戦
争
を
計
画
し
た
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
。

　

続
く
第
三
章
「『
海
洋
限
定
戦
争
』
と
し
て
の
日
清
戦
争
」
は
、

本
論
文
の
日
清
戦
争
に
関
す
る
論
述
の
中
核
と
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

日
清
戦
争
が
当
初
は
「
絶
対
戦
争
」
と
し
て
計
画
さ
れ
た
が
、
そ
の

後
実
際
に
は
「
海
洋
限
定
戦
争
」
と
し
て
遂
行
さ
れ
、
そ
の
こ
と
が

勝
利
に
結
び
つ
い
た
こ
と
を
コ
ル
ベ
ッ
ト
の
「
海
洋
限
定
戦
争
」
理

論
を
適
用
し
て
論
証
し
た
。

　

第
四
章
「
下
関
講
和
条
約
に
向
け
た
政
策
と
戦
略
」
で
は
、
日
清

戦
争
後
半
期
に
お
い
て
も
、「
海
洋
限
定
戦
争
」
は
継
続
さ
れ
た
こ

と
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
山
縣
有
朋
第
一
軍
司
令
官
の

更
迭
の
理
由
に
つ
い
て
、
伊
藤
博
文
首
相
が
戦
争
終
局
を
見
据
え
て

中
央
に
召
還
し
た
と
い
う
新
た
な
主
張
を
展
開
し
て
い
る
。
ま
た
、

下
関
講
和
会
議
中
に
関
門
海
峡
へ
陸
軍
大
兵
力
を
乗
せ
た
大
船
団
を

通
過
さ
せ
た
こ
と
に
着
目
し
、
こ
れ
が
有
利
な
講
和
を
結
ぶ
た
め
の

軍
事
圧
力
に
な
っ
た
こ
と
を
論
証
し
た
。

　

第
五
章
「
日
清
戦
争
後
の
日
露
海
軍
戦
略
と
日
露
開
戦
の
決
断
」

は
、
日
清
戦
争
と
日
露
戦
争
の
戦
間
期
を
対
象
と
し
て
い
る
。
日
清

戦
争
の
勝
利
に
よ
っ
て
、
日
本
は
清
国
の
勢
力
を
朝
鮮
半
島
か
ら
排

除
し
、
そ
れ
を
自
ら
の
勢
力
範
囲
と
し
た
か
に
見
え
た
が
、
三
国
干

渉
に
よ
っ
て
も
ろ
く
も
崩
れ
去
っ
た
。
こ
の
章
で
は
、
そ
の
後
「
海

洋
限
定
戦
争
」
に
お
い
て
重
要
な
要
素
と
な
る
日
露
双
方
の
海
軍
戦

略
を
解
明
す
る
と
と
も
に
、
日
露
開
戦
原
因
に
つ
い
て
軍
事
要
素
を

重
視
し
て
再
検
討
し
て
い
る
。
近
年
、
日
露
開
戦
は
避
け
る
こ
と
が

で
き
た
戦
争
で
あ
る
と
い
う
説
が
有
力
と
な
っ
て
き
て
い
る
が
、
本

論
文
は
日
露
海
軍
力
均
衡
の
逆
転
に
関
す
る
コ
ル
ベ
ッ
ト
の
指
摘
を

さ
ら
に
精
緻
に
展
開
す
る
と
と
も
に
、
日
露
双
方
の
戦
略
か
ら
し
て

韓
国
問
題
で
譲
歩
の
余
地
が
な
く
、
急
激
な
ロ
シ
ア
太
平
洋
艦
隊
の

増
強
が
日
本
の
国
防
戦
略
を
崩
壊
さ
せ
、
日
露
交
渉
で
の
満
韓
交
換

論
に
よ
る
韓
国
保
全
を
無
意
味
に
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
根
拠
と
し
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て
、
日
露
開
戦
が
不
可
避
で
あ
っ
た
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。

　

第
六
章
か
ら
第
九
章
ま
で
は
日
露
戦
争
の
検
討
で
あ
る
。
第
六
章

「
日
露
開
戦
劈
頭
に
お
け
る
旅
順
口
攻
撃
の
再
評
価
」
で
は
、
コ
ル

ベ
ッ
ト
の
「
海
洋
限
定
戦
争
」
理
論
の
視
点
か
ら
緒
戦
に
お
け
る
日

本
の
政
戦
略
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
新
た
な
再
評
価
を
提
示
し

た
。
近
年
、
開
戦
劈
頭
の
聯
合
艦
隊
に
よ
る
旅
順
口
攻
撃
は
ロ
シ
ア

太
平
洋
艦
隊
主
力
を
撃
滅
で
き
ず
に
失
敗
で
あ
っ
た
と
評
価
さ
れ
て

き
た
が
、
本
章
は
、
聯
合
艦
隊
が
同
時
に
行
っ
た
陸
軍
と
の
協
同
に

よ
り
韓
国
保
全
と
い
う
戦
争
目
的
に
寄
与
し
た
こ
と
を
高
く
評
価
し

た
。

　

続
い
て
第
七
章
「
日
露
戦
争
初
期
の
陸
海
軍
協
同
作
戦
」
で
は
、

従
来
は
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
陸
海
軍
協
同
の
観
点
か
ら
日
露
戦
争
初

期
の
作
戦
に
検
討
を
加
え
て
い
る
。
日
本
は
開
戦
以
来
三
ヶ
月
弱
で
、

朝
鮮
半
島
を
制
圧
し
遼
東
半
島
へ
兵
を
進
め
た
。
そ
の
後
も
日
本
は

主
導
を
握
り
、
戦
局
は
順
調
に
進
展
し
て
い
っ
た
か
に
見
え
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
開
戦
半
年
が
過
ぎ
た
九
月
上
旬
、
日
本
は
危
機
的
状

況
を
迎
え
て
い
た
。
本
章
は
、
そ
の
原
因
を
陸
海
軍
協
同
の
齟
齬
に

よ
り
旅
順
や
遼
陽
と
い
っ
た
戦
略
目
標
に
そ
の
努
力
を
集
中
で
き
な

か
っ
た
こ
と
に
求
め
て
い
る
。

　

第
八
章
「
日
露
講
和
に
向
け
た
政
戦
略
」
は
、
本
論
文
の
日
露
戦

争
に
関
す
る
論
述
の
中
核
と
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
章
で
は
、

戦
争
の
重
要
な
転
換
点
で
あ
っ
た
旅
順
の
攻
防
を
検
討
す
る
と
共
に
、

満
洲
に
お
け
る
作
戦
が
戦
争
終
結
を
見
据
え
た
政
戦
略
に
よ
っ
て
抑

制
さ
れ
、「
海
洋
限
定
戦
争
」
の
枠
組
が
堅
持
さ
れ
た
こ
と
を
提
示

し
た
。

　

第
九
章
「
日
本
海
海
戦
後
の
軍
事
戦
略
」
は
、
日
本
海
海
戦
後
の

時
期
を
対
象
と
し
て
い
る
。
従
来
は
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
北
韓
作
戦

を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
よ
り
、「
海
洋
限
定
戦
争
」
と
陸
海
軍
協
同

の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
と
共
に
、
そ
の
諸
問
題
を
提
示
し
た
。
こ

こ
で
本
章
は
、
海
軍
が
陸
軍
に
十
分
な
支
援
を
行
わ
な
か
っ
た
た
め
、

日
本
は
講
和
成
立
ま
で
に
朝
鮮
半
島
全
土
を
軍
事
占
領
で
き
ず
、
韓

国
保
全
と
い
う
戦
争
目
的
は
完
全
に
は
達
成
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
。

　

以
上
の
よ
う
な
各
章
で
の
分
析
を
踏
ま
え
、
本
論
文
は
終
章

「『
海
洋
限
定
戦
争
』
と
し
て
の
日
清
・
日
露
戦
争
」
で
、
次
の
よ
う

に
結
論
づ
け
て
い
る
。
第
一
に
、
日
本
の
政
軍
指
導
者
が
、
戦
争
の

「
絶
対
戦
争
」
化
を
抑
え
、「
海
洋
限
定
戦
争
」
の
枠
内
で
戦
争
を
遂

行
し
た
こ
と
が
、
日
本
の
勝
利
の
大
き
な
要
因
で
あ
っ
た
こ
と
を
提

示
し
た
。

　

第
二
に
、「
海
洋
限
定
戦
争
」
に
お
い
て
重
要
な
制
海
と
陸
海
軍

協
同
に
お
い
て
、
戦
争
の
大
半
の
時
期
を
占
め
る
制
海
争
奪
下
で
、

日
本
は
コ
ル
ベ
ッ
ト
の
言
う
制
海
行
使
の
作
戦
、
す
な
わ
ち
陸
軍
部
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隊
の
海
上
護
衛
や
上
陸
支
援
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、「
海
洋
限
定
戦

争
」
に
お
け
る
戦
略
目
標
を
奪
取
し
て
い
っ
た
こ
と
を
示
し
た
。
ま

た
本
論
文
は
、
従
来
あ
ま
り
検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
陸
海
軍
の
協

同
に
も
焦
点
を
あ
て
、
協
同
が
順
調
で
あ
っ
た
時
は
「
海
洋
限
定
戦

争
」
も
順
調
に
進
展
し
、
こ
れ
に
齟
齬
を
来
し
た
時
は
「
海
洋
限
定

戦
争
」
も
危
機
的
状
況
に
な
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

最
後
に
、
当
時
の
日
本
の
政
軍
指
導
者
が
、「
海
洋
限
定
戦
争
」

に
沿
っ
た
政
策
と
戦
略
で
成
功
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
特
に
秋
山
真

之
に
注
目
し
て
考
察
し
て
い
る
。
本
論
文
は
、
秋
山
が
企
画
・
実
施

し
た
作
戦
の
考
察
か
ら
、
そ
の
思
想
が
コ
ル
ベ
ッ
ト
の
そ
れ
に
図
ら

ず
も
近
似
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

三
　
評
価

　

以
上
、
本
論
文
の
内
容
を
略
述
し
た
が
、
以
下
そ
の
意
義
と
問
題

点
を
考
察
す
る
。

　

本
論
文
の
第
一
の
意
義
は
、
日
清
・
日
露
戦
争
を
コ
ル
ベ
ッ
ト
の

「
海
洋
限
定
戦
争
」
の
概
念
か
ら
分
析
し
た
こ
と
に
あ
る
。
従
来
、

政
治
・
外
交
史
あ
る
い
は
作
戦
・
戦
闘
史
と
し
て
論
述
さ
れ
、
ま
た

陸
軍
史
・
海
軍
史
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
研
究
さ
れ
て
き
た
日
清
・
日
露

戦
争
史
を
「
海
洋
限
定
戦
争
」
と
い
う
概
念
を
分
析
枠
組
と
し
て
使

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
新
た
に
戦
略
的
観
点
か
ら
の
戦
争
指
導
史
と

し
て
描
く
こ
と
に
成
功
し
た
。
政
治
と
軍
事
、
陸
と
海
の
行
動
を
統

一
的
に
と
ら
え
、
戦
争
を
全
体
と
し
て
把
握
す
る
中
で
、
日
本
側
の

内
部
に
お
け
る
意
見
や
方
針
の
相
違
が
も
つ
意
味
を
明
ら
か
に
し
た

こ
と
は
高
く
評
価
さ
れ
る
。

　

日
本
の
日
清
・
日
露
戦
争
に
お
け
る
根
本
的
戦
争
目
的
は
前
者
に

あ
っ
て
は
「
朝
鮮
国
の
独
立
の
保
全
」、
後
者
に
あ
っ
て
は
「
韓
国

の
保
全
お
よ
び
優
越
的
地
位
の
確
保
」
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
日
本

の
戦
争
目
的
達
成
の
た
め
に
実
行
さ
れ
る
軍
事
作
戦
が
、
ど
こ
ま
で

そ
の
目
的
に
直
接
的
に
寄
与
し
て
い
る
の
か
を
参
照
点
と
し
て
分
析

し
て
日
本
の
戦
争
指
導
の
実
際
を
評
価
し
、
両
戦
争
に
お
け
る
い
く

つ
か
の
画
期
を
剔
抉
し
た
こ
と
は
、
大
き
な
研
究
成
果
で
あ
る
と
言

わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

第
二
の
意
義
は
、
こ
の
「
海
洋
限
定
戦
争
」
の
概
念
を
使
用
す
る

こ
と
に
よ
り
、
新
た
に
制
海
と
陸
海
軍
協
同
に
つ
い
て
着
目
し
た
こ

と
で
あ
る
。
コ
ル
ベ
ッ
ト
の
制
海
の
定
義
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

日
清
・
日
露
戦
争
共
に
、
海
上
に
お
い
て
日
本
は
優
勢
で
は
あ
っ
た

も
の
の
制
海
獲
得
に
は
至
ら
ず
、
そ
う
し
た
状
況
の
下
で
陸
海
軍
の

協
同
が
日
本
の
戦
争
指
導
に
お
い
て
重
大
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と

を
本
論
文
は
実
証
的
に
示
し
た
。

　

第
三
の
意
義
は
、
日
清
・
日
露
戦
争
の
諸
相
に
新
た
な
解
釈
を
提

示
し
た
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
山
縣
第
一
軍
司
令
官
の
召
還
は
伊
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藤
首
相
の
戦
争
終
結
へ
の
布
石
で
あ
っ
た
こ
と
。
下
関
講
和
会
議
中

に
関
門
海
峡
へ
直
隷
決
戦
兵
力
を
通
過
さ
せ
た
こ
と
の
清
国
側
に
対

す
る
心
理
的
影
響
の
指
摘
。
極
東
海
面
に
お
け
る
日
露
両
海
軍
の
勢

力
比
の
経
時
的
分
析
予
測
か
ら
導
か
れ
た
情
報
評
価
に
よ
っ
て
、

「
韓
国
の
保
全
」
と
い
う
日
本
本
土
の
安
全
確
保
の
た
め
の
根
本
条

件
を
前
提
と
す
る
と
、
日
露
開
戦
は
必
然
で
あ
っ
た
と
判
断
さ
れ
る

と
の
主
張
。
開
戦
劈
頭
の
旅
順
口
攻
撃
は
陸
軍
の
揚
陸
作
戦
援
護
の

観
点
か
ら
評
価
で
き
、
ひ
い
て
は
韓
国
保
全
と
い
う
戦
争
目
的
に
大

き
く
寄
与
し
た
と
の
主
張
。
大
山
巌
満
洲
軍
総
司
令
官
に
よ
る
「
政

戦
略
一
致
に
関
す
る
意
見
」
は
ハ
ル
ビ
ン
攻
略
を
求
め
戦
争
を
拡
大

し
よ
う
と
し
た
意
見
で
あ
っ
た
と
の
主
張
。「
明
治
三
十
八
年
三
月

以
後
に
於
け
る
作
戦
方
針
」
に
「
海
洋
限
定
戦
争
」
戦
略
を
逸
脱
す

る
重
大
な
方
針
変
更
が
あ
っ
た
と
す
る
指
摘
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。

こ
れ
ら
従
来
の
学
説
と
異
な
る
解
釈
を
一
次
史
料
に
基
づ
き
説
得
的

に
提
示
し
た
。

　

第
四
の
意
義
は
、
従
来
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
作
戦
に
注
目
し

た
こ
と
で
あ
る
。
鉄
山
半
島
へ
の
海
上
輸
送
、
遼
東
半
島
西
岸
の
海

上
輸
送
、
北
韓
作
戦
な
ど
、
従
来
は
等
閑
視
さ
れ
て
い
た
作
戦
を
詳

述
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
海
洋
限
定
戦
争
」
に
お
け
る
陸
海
軍
協
同

の
重
要
性
を
再
認
識
さ
せ
る
と
共
に
、
新
た
な
日
清
・
日
露
戦
争
像

を
描
く
こ
と
に
成
功
し
た
。

　

第
五
の
意
義
は
、
新
た
な
事
実
を
発
見
し
た
こ
と
で
あ
る
。
主
に

防
衛
研
究
所
図
書
館
所
蔵
史
料
を
精
査
し
て
、「
露
国
海
軍
及
び
日

露
海
軍
の
対
照　

明
治
三
十
七
年
」、
岩
村
団
二
郎
中
佐
の
「
旅
順

攻
囲
軍
参
加
日
誌
」
な
ど
か
ら
、
日
露
開
戦
前
に
海
軍
力
均
衡
に
つ

い
て
検
討
が
行
わ
れ
た
こ
と
や
秋
山
参
謀
の
二
〇
三
高
地
攻
略
に
関

す
る
見
解
な
ど
、
新
た
な
事
実
を
発
掘
し
た
。

　

最
後
に
評
価
で
き
る
点
は
、
本
論
文
が
コ
ル
ベ
ッ
ト
研
究
と
し
て

も
優
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
本
論
文
は
歴
史
研
究
で
は
あ
る
が
、

コ
ル
ベ
ッ
ト
の
戦
略
思
想
自
体
の
研
究
も
我
が
国
の
研
究
水
準
を
大

き
く
超
え
る
も
の
で
あ
る
。
コ
ル
ベ
ッ
ト
の
海
洋
戦
略
思
想
を
用
い

て
戦
争
史
を
解
釈
す
る
試
み
は
英
米
に
お
い
て
も
あ
ま
り
例
が
な
く
、

コ
ル
ベ
ッ
ト
の
戦
略
思
想
の
深
い
理
解
へ
と
繫
が
っ
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
本
論
文
は
、
従
来
の
研
究
水
準
を
大
き
く
超
え
る

実
証
性
と
独
自
性
を
備
え
た
優
れ
た
研
究
で
あ
る
と
高
く
評
価
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
改
善
す
べ
き
点
、
あ
る
い
は
将

来
へ
の
課
題
と
す
べ
き
点
も
あ
る
。

　

第
一
に
、
日
本
の
戦
争
遂
行
の
基
本
方
針
が
、
日
清
・
日
露
戦
争

に
お
い
て
、
戦
争
の
「
限
定
戦
争
」
化
を
目
指
す
も
の
で
あ
っ
た
と

し
て
も
、
そ
れ
は
相
手
方
の
意
図
と
方
針
に
よ
っ
て
、
そ
し
て
彼
我

の
交
戦
の
経
緯
と
帰
結
に
よ
っ
て
可
能
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
戦

争
の
こ
う
し
た
側
面
に
つ
い
て
の
叙
述
が
十
分
で
な
い
こ
と
は
惜
し
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ま
れ
る
。

　

第
二
に
、
ロ
シ
ア
側
や
清
国
側
の
検
討
が
不
十
分
な
こ
と
で
あ
る
。

本
論
文
は
、
日
本
側
の
政
策
と
戦
略
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
あ
り
、

日
清
・
日
露
戦
争
自
体
も
終
始
日
本
側
が
主
導
を
と
っ
て
戦
局
を
進

め
て
い
っ
た
戦
争
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
本
論
文
で
示
さ
れ
た
ロ
シ

ア
側
や
清
国
側
の
状
況
に
つ
い
て
は
主
に
翻
訳
さ
れ
た
資
料
や
英
米

の
論
文
な
ど
に
依
拠
し
た
必
要
最
小
限
の
指
摘
に
留
ま
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
広
範
な
史
資
料
に
立
脚
し
て
ロ
シ
ア
側
や
清
国
側
の
政
策
や

戦
略
に
対
比
す
る
形
で
日
本
側
の
分
析
が
な
さ
れ
て
い
れ
ば
、
日

清
・
日
露
戦
争
を
一
層
立
体
的
に
描
く
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
関
連
し
て
平
野
君
が
第
一
章
で
指
摘
す
る
「
現
存
艦
隊

（Fleet in being

）」
の
概
念
を
、
極
東
海
面
に
お
け
る
ロ
シ
ア
海

軍
の
守
勢
的
作
戦
行
動
の
分
析
に
生
か
せ
ば
、
さ
ら
に
戦
争
の
動
態

が
明
確
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

第
三
に
、
論
文
全
体
の
一
貫
性
に
や
や
欠
け
る
面
が
あ
る
点
で
あ

る
。
本
論
文
は
、
平
野
君
が
今
ま
で
学
術
誌
に
発
表
し
て
き
た
個
別

の
論
文
や
学
会
発
表
を
土
台
に
し
て
構
成
さ
れ
、「
海
洋
限
定
戦
争
」

と
い
う
分
析
枠
組
で
纏
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
細
部
の
記
述
に
お
い

て
は
や
や
一
貫
性
に
欠
け
る
部
分
が
散
見
さ
れ
る
。
特
に
、
第
五
章

の
日
清
・
日
露
戦
争
の
戦
間
期
が
直
接
的
に
は
「
海
洋
限
定
戦
争
」

と
結
び
つ
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、
論
文
全
体
に
果
た
す
役
割
が
不
明
確

で
あ
る
。

　

第
四
に
、
国
内
政
治
状
況
に
ま
で
十
分
に
目
配
り
が
で
き
な
か
っ

た
こ
と
で
あ
る
。
日
清
戦
争
中
の
第
七
・
第
八
議
会
、
日
露
戦
争
中

の
第
二
十
・
第
二
十
一
議
会
で
は
、
戦
費
の
問
題
な
ど
戦
争
遂
行
に

深
く
関
わ
る
問
題
が
審
議
さ
れ
、
議
決
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ら
と
戦
争

遂
行
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。

議
会
の
動
向
と
戦
争
遂
行
の
間
に
明
確
な
因
果
関
係
を
と
ら
え
る
こ

と
は
難
し
い
と
し
て
も
、
戦
争
遂
行
の
背
景
事
情
と
し
て
説
明
す
る

こ
と
は
可
能
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
日
露
戦
争
中
に
戦
後

政
治
体
制
を
見
据
え
て
行
わ
れ
た
桂
太
郎
首
相
と
政
友
会
の
原
敬
と

の
政
権
授
受
の
密
約
と
日
露
戦
争
終
局
へ
の
政
策
と
戦
略
の
関
連
性

な
ど
は
興
味
深
い
論
点
を
提
供
す
る
と
考
え
ら
れ
、
今
後
の
研
究
の

課
題
で
あ
ろ
う
。

　

第
五
に
、
第
五
章
に
お
い
て
日
英
同
盟
協
約
締
結
に
伴
う
同
盟
戦

略
に
つ
い
て
分
析
が
欠
け
て
い
る
こ
と
、
ま
た
ポ
ー
ツ
マ
ス
講
和
会

議
に
つ
い
て
十
分
に
検
討
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
本
論
文
が
戦
争

指
導
の
実
際
に
分
析
の
関
心
を
集
中
さ
せ
て
い
る
事
情
を
鑑
み
て
も
、

や
は
り
不
適
切
で
あ
ろ
う
。
前
者
に
つ
い
て
、
日
英
同
盟
協
約
が
防

守
同
盟
で
あ
っ
た
が
故
に
、
そ
れ
を
所
与
の
も
の
と
し
て
行
論
し
な

い
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
背
景
や
理
由
を
解
説
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

ま
た
日
本
海
海
戦
後
の
政
戦
略
に
つ
い
て
は
、
北
韓
作
戦
の
軍
事
戦
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略
が
詳
細
に
描
か
れ
て
い
る
の
に
比
べ
、
同
時
期
に
行
わ
れ
た
ポ
ー

ツ
マ
ス
講
和
会
議
に
つ
い
て
は
、
簡
略
に
そ
の
経
緯
が
述
べ
ら
れ
て

い
る
に
留
ま
っ
て
お
り
、
バ
ラ
ン
ス
に
欠
け
る
論
述
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
よ
り
周
到
な
配
慮
と
深
い
考
察
が
あ
れ
ば
、

本
研
究
は
さ
ら
に
完
成
さ
れ
た
も
の
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
言
う
ま

で
も
な
く
、
こ
の
よ
う
な
諸
課
題
は
本
論
文
の
日
清
・
日
露
戦
争
史

研
究
に
対
す
る
す
ぐ
れ
た
貢
献
を
い
さ
さ
か
も
損
な
う
も
の
で
は
な

い
。
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
平
野
君
が
本
論
文
を
著
書
と
し
て
公
刊
す

る
際
、
あ
る
い
は
今
後
の
研
究
の
中
で
反
映
さ
れ
る
こ
と
を
望
み
た

い
。

四
　
結
論

　

こ
の
よ
う
な
問
題
点
を
抱
え
、
将
来
の
課
題
も
残
っ
て
い
る
が
、

平
野
龍
二
君
の
本
論
文
は
、
日
清
・
日
露
戦
争
史
研
究
と
し
て
、
そ

し
て
広
く
は
近
代
日
本
戦
争
史
研
究
と
し
て
、
学
界
に
す
ぐ
れ
た
貢

献
を
な
し
た
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
そ
の
意
義
は
誠
に
大
き
い
と
言

え
る
。

　

し
た
が
っ
て
審
査
員
一
同
は
、
本
論
文
が
、
博
士
（
法
学
）（
慶

應
義
塾
大
学
）
の
学
位
を
授
与
す
る
に
十
分
値
す
る
も
の
と
判
断
し
、

そ
の
旨
を
報
告
す
る
次
第
で
あ
る
。

平
成
二
五
年
二
月
二
七
日

主
査　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授　
　
　
　
　
　

法
学
研
究
科
委
員　

法
学
博
士　

赤
木　

完
爾

副
査　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授　
　
　
　
　
　

法

学

研

究

科

委

員　

横
手　

慎
二

副
査　
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授　
　
　
　
　
　

博　
　

士　
　
（
法　
　

学
）　

戸
部　

良
一


